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市政の窓

　

平
成
24
年
度
「
森
林
基
盤
整
備

事
業
」
と
し
て
実
施
予
定
の
「
林

業
専
用
道
開
設
工
事
」に
つ
い
て
、

不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
り
事
業

を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
、
市
政

を
預
か
る
ト
ッ
プ
と
し
て
、
徳
島

県
お
よ
び
事
業
関
係
者
の
方
々
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
深
く
お

わ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
徹
底
し
た
再
発
防

止
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
に
つ
い
て
は
給
料

月
額
の
20
％
、
副
市
長
に
つ
い
て

は
10
％
を
、
平
成
26
年
１
月
か
ら

３
月
ま
で
の
３
カ
月
分
を
減
額
す

る
こ
と
と
し
、
関
係
条
例
を
今
議

会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
再
発
防
止
に
向
け
全

力
で
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ん

　12月２日の平成25年12
月吉野川市議会定例会開会
日、川真田市長は、市制10
周年記念事業など、今後の
市政運営方針についてその
所信を表明し、市民の皆さ
んや市議会に理解と協力を
求めました。要旨は次のと
おりです。

の
ご
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
職
務
に

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

９
月
８
日
に
、「
市
制
10
周
年

記
念
プ
レ
事
業
」
と
し
て
行
っ
た

「
よ
し
の
が
わ
夢
紡
ぐ
ま
ち
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
、
市
民
の
多
く
の

皆
さ
ん
に
、
質
の
高
い
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
プ
ロ
の
指
揮
者
・
楽
団
と
共

演
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
合
唱

団
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
地
域
の
文

化
振
興
に
十
分
な
成
果
が
あ
げ
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
に
10

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地

域
で
育
ん
で
き
た
伝
統
や
文
化
を

大
切
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
お
祝
い
す
る
事
業
に
つ
い
て
検

討
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
合
併
し
た
10
月
に
は
、

「
鴨
島
大
菊
人
形
」
の
開
催
期
間

中
に
、
著
名
な
歌
舞
伎
役
者
に
よ

る
歌
舞
伎
公
演
を
開
催
し
、
地
域

の
元
気
度
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
参

画
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
市

民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
」
を
募

集
し
、
取
り
組
む
団
体
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
記
念
式
典
」
の
開

催
や
、
例
年
実
施
し
て
い
る
事
業

を
「
冠
事
業
」
と
す
る
な
ど
、
市

民
と
協
働
し
て
市
政
発
展
の
契
機

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

11
月
７
日
に
、
愛
知
県
岡
崎
市

の
「
日
清
紡
テ
キ
ス
タ
イ
ル
株
式

会
社
」
繊
維
研
究
開
発
部
門
と
工

場
の
一
部
が
、
本
市
の
「
日
清
デ

ニ
ム
株
式
会
社
」
敷
地
内
に
移
転

す
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
１
４
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
研
究
棟
を
建
設
し
、

平
成
27
年
初
旬
の
稼
働
を
め
ざ
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
１
１
０
人
の
う

ち
、
約
50
人
が
本
市
へ
の
転
勤
を

見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
新
た
に
県

内
で
５
人
程
度
を
雇
用
予
定
と
の

こ
と
で
、
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
の

機
能
を
持
つ
部
門
が
本
市
に
移
転

と
な
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

11
月
24
日
に
実
施
し
た
「
総
合

防
災
訓
練
」
に
は
、
７
５
５
人
と

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
自
主
防
災
会
や
県
立
川
島

中
・
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

に
は
、
避
難
誘
導
訓
練
や
避
難
所

開
設
訓
練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
は
、
訓
練
の
実
施
・

運
営
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

吉
野
川
市
消
防
団
、
吉
野
川
市
医

師
会
な
ど
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
。
訓
練

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
に
は
、
今
後
、
発
生
が
予
想
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対

し
て
も
、
訓
練
の
成
果
を
生
か
せ

る
よ
う
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー
」
は
、
市

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
全
国
か
ら
応

募
の
１
５
８
０
体
の
う
ち
２
１
３

位
、
県
内
で
は
16
体
の
う
ち
４
位

と
、
大
い
に
健
闘
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
応
援
と
投
票
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。

　

今
後
、
市
制
10
周
年
関
連
事
業

の
記
念
品
な
ど
に
「
ヨ
ッ
ピ
ー
・

ピ
ッ
ピ
ー
」
公
式
グ
ッ
ズ
の
作
成

を
考
え
て
い
ま
す
。

林
業
専
用
道
開
設
工
事

市
制
10
周
年
記
念
事
業

企
業
誘
致

総
合
防
災
訓
練
の
結
果吉野川市総合防災訓練

ゆるキャラグランプリ2013出陣式

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
結
果

と
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
作
成
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平
成
26
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

我
が
国
の
景
気
は
回
復
基
調
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
体

経
済
に
お
け
る
影
響
で
は
大
幅
な

改
善
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

国
は
平
成
26
年
度
概
算
要
求
で
、

地
方
の
一
般
財
源
総
額
を
前
年
度

よ
り
０
・
８
兆
円
上
回
る
額
を
確

保
す
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
は
誕
生
以
来
、「
合
併
特

例
債
」
や
普
通
交
付
税
の
「
合
併

算
定
替
」
と
い
っ
た
財
政
支
援

を
受
け
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
一
方
で
、
職
員
数
の
削
減
や

補
助
金
な
ど
の
整
理
統
合
、
積
極

的
な
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
に
よ

り
財
政
運
営
を
維
持
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
の
社
会
保
障

関
係
経
費
の
増
大
や
「
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
」
へ
の
対
応
、
大
量

に
更
新
時
期
を
迎
え
る
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
早
急
に
着
手

す
る
時
期
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
合
併
特
例
債
」
や

普
通
交
付
税
の
「
合
併
算
定
替
」

は
平
成
31
年
度
を
も
っ
て
終
了
す

る
た
め
、
平
成
32
年
度
頃
に
は
現

在
約
55
億
円
あ
る
財
政
調
整
・
減

債
基
金
の
枯
渇
が
推
定
さ
れ
る
な

ど
、
厳
し
い
時
代
が
到
来
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
新
た
な
歳
入
確
保
、
大
幅

な
歳
出
削
減
に
加
え
、
最
重
要
課

題
で
あ
る
歳
出
規
模
の
適
正
化
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
、
総
体
的
な

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
」
に
配

慮
し
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を

次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
認
識
の

も
と
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
編

成
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
な

ど
の
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法

に
基
づ
き
、
新
た
な
子
育
て
支
援

制
度
が
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
施

行
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
市
で
も

実
施
主
体
と
し
て
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
本
年
10
月
に
は

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
発

足
さ
せ
、
事
業
計
画
策
定
の
た
め

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
現
在
、
結
果
の
分
析
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
新
制
度
に
沿
っ
た
運
営

に
つ
い
て
は
膨
大
な
事
務
処
理
を

一
括
し
て
行
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

必
要
で
あ
り
、
保
育
所
や
認
定
こ

ど
も
園
の
事
務
を
円
滑
に
執
行
す

る
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
係
る
電
子
シ
ス
テ

ム
」
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
導
入

　

国
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
な
ど
に
よ
る
、「
災
害

に
強
く
、低
炭
素
な
地
域
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
県
の
補
助

を
受
け
、「
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
、
省
電
力
長
寿
命
照
明
の

設
置
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
事

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
昨
年

度
９
月
議
会
に
お
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
度
新
た
に

「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
「
山
川
体

育
館
」
へ
、
同
様
の
設
備
が
県
補

助
の
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
、
避
難
時
の
最
低
限

必
要
な
電
力
供
給
源
確
保
の
た
め

の
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
避

難
者
の
安
全
と
安
心
が
担
保
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策

 　

本
年
度
は
、
市
内
幼
・
小
学
校

の
通
学
路
安
全
対
策
を
重
点
課
題

と
し
て
、
通
学
路
危
険
箇
所
に
通

学
路
看
板
を
１
０
０
枚
設
置
し
ま

し
た
。
ま
た
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
っ
た
飯
尾
敷
地
小
学
校
通

学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
要
望

活
動
を
行
っ
た
結
果
、
道
路
の
カ

ラ
ー
舗
装
化
が
実
現
す
る
な
ど
、

不
安
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
市
道
へ
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
防
護
柵
な
ど
の

施
設
整
備
に
努
め
、
破
損
、
故
障

な
ど
に
よ
る
施
設
修
繕
に
は
迅
速

に
対
応
し
、
交
通
環
境
の
整
備
促

進
を
図
り
、
有
効
で
適
切
な
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化

　

道
路
施
設
の
一
つ
で
あ
る
「
橋

り
ょ
う
」
は
、
配
慮
を
要
す
る
重

要
施
設
で
あ
り
、
所
要
の
健
全
度

を
保
持
し
つ
つ
、
大
規
模
災
害
へ

の
対
策
が
必
要
で
す
。
平
成
24
年

度
に
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に

よ
り
、「
十
二
騎
橋
」
と
「
川
田

橋
」
の
耐
震
補
強
工
事
を
先
行
し

て
施
工
中
で
あ
り
、
併
せ
て
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
で
重
要
度
の
高

い
２
１
８
カ
所
の
点
検
業
務
の
結

果
を
基
に
「
計
画
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
本
年
度
内
に
「
長

寿
命
化
修
繕
計
画
」
と
「
耐
震
化

基
本
計
画
」
を
策
定
予
定
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

補
修
工
事
お
よ
び
落
橋
防
止
な
ど

の
耐
震
補
強
工
事
を
迅
速
か
つ
効

果
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

道路のカラー舗装

耐震補強工事中の十二騎橋

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
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●
情
報
通
信
格
差
是
正
事
業

　

本
市
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終

了
に
向
け
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
者
が
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域

に
光
フ
ァ
イ
バ
を
敷
設
し
ま
し
た

が
、
山
川
町
の
山
間
部
と
美
郷
の

一
部
の
地
域
な
ど
で
は
、
採
算
性

の
問
題
に
よ
り
敷
設
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
、
関

西
の
放
送
が
受
信
で
き
ず
、
県
内

放
送
の
み
の
視
聴
や
岡
山
・
高
松

の
局
を
受
信
し
て
い
る
と
い
っ
た

状
況
で
す
。
ま
た
、
衛
星
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
東
京
の
放

送
を
視
聴
し
て
い
る
世
帯
も
35
世

帯
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
情
報
格
差
是

正
に
向
け
、
市
が
光
フ
ァ
イ
バ
を

敷
設
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

者
に
貸
し
付
け
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
計
画
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
を
通
し
て
市

か
ら
の
情
報
を
受
け
る
こ
と
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
へ
の
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ご
み
収
集
業
務
へ
の
取
り
組
み

　

現
在
の
ご
み
処
理
施
策
は
、
利

便
性
を
高
め
、
効
率
化
も
図
れ
る

よ
う
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
末
に
は
、
運
転
管
理

セ
ン
タ
ー
の
統
合
施
設
が
完
成
予

定
で
あ
り
、
収
集
体
制
の
見
直
し

な
ど
に
つ
い
て
も
調
整
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
平
成
22
年
に

配
布
し
ま
し
た
、「
ご
み
分
別
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
改
訂
し
、
平
成

26
年
３
月
に
は
配
布
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
事
業

　

統
計
で
、
本
市
の
「
が
ん
検
診

受
診
率
」
が
県
内
で
最
下
位
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
受
診
率
向
上

の
た
め
、
検
診
の
受
診
券
を
ブ
ッ

ク
形
式
（
納
付
書
形
式
）
に
し
、

検
診
計
画
を
立
て
や
す
い
よ
う
に

見
直
し
、個
別
通
知
を
し
ま
し
た
。

  

周
知
、
啓
発
方
法
に
つ
い
て
も
、

各
種
団
体
を
通
じ
て
受
診
の
勧
奨

や
、県
の「
が
ん
検
診
受
診
率
ア
ッ

プ
プ
ラ
ス
ワ
ン
モ
デ
ル
事
業
」
を

利
用
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
に
が

ん
検
診
向
上
を
啓
発
す
る
「
の
ぼ

り
」
を
設
置
す
る
な
ど
を
し
た
結

果
、「
自
分
が
受
け
ら
れ
る
検
診

が
一
目
で
わ
か
る
」、「
検
診
の
計

画
を
立
て
や
す
い
」
な
ど
、
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

県
は
、
10
月
22
日
か
ら
、『
知
っ

て
安
心
、風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
』

と
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
抗
体

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
抗
体
検
査

で
陰
性
の
方
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
経
費
の
２
分
の
１
、
上
限

５
０
０
０
円
ま
で
を
助
成
し
、
妊

娠
健
康
診
査
時
に
実
施
し
た
、
抗

体
検
査
が
陰
性
の
方
に
も
同
様
の

助
成
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
児
童
館
の
指
定
管
理
に
よ
る
運

営
　

児
童
館
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

導
入
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制

度
へ
の
移
行
を
平
成
24
年
度
か
ら

順
次
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
鴨
島

児
童
館
は
移
転
改
修
が
行
わ
れ
、

平
成
26
年
度
か
ら
指
定
管
理
と

し
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
「
学
校
法
人 

鴨
島
学
園
」
を

候
補
者
と
決
定
し
ま
し
た
。

  

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
内
す
べ

て
の
児
童
館
が
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
運
営
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
、
よ
り
一
層
の
効
率
化
が

図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売

却
　

市
の
所
有
す
る
不
用
な
公
有

財
産
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却
す
る
こ
と

と
し
、
平
成
26
年
２
月
か
ら
出
品

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
が
速
く
、

広
範
囲
に
周
知
が
可
能
と
な
る
た

め
、
よ
り
高
い
価
格
で
の
売
却
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
、
不
用
財
産
処
分
の
事

務
処
理
を
有
効
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
25
年
７
月
16
日
か
ら
８
月

30
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
川
島

町
学
の
「
ぶ
ど
う
の
宝
石
箱
」
と

「
市
制
10
周
年
プ
レ
事
業
」
の
市

民
コ
ン
サ
ー
ト
招
待
券
を
贈
呈
す

る
「
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

新
た
に
取
り
組
み
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
の
み
で
、
平
成
24
年
度

一
年
間
の
11
件
を
上
回
る
、
16
件

の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
実
施
し
た
「
梅

酒
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
６
件
の

寄
附
を
い
た
だ
く
な
ど
着
実
に
件

数
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、「
Ｊ
Ｒ
学
駅
の
入
場
券
５
枚

組
」
と
特
産
品
な
ど
を
セ
ッ
ト
に

し
た
、「
合
格
祈
願
！
受
験
生
応

援
グ
ッ
ズ
」
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

に
合
わ
せ
、
本
市
特
産
品
ブ
ラ
ン

ド
認
証
品
な
ど
の
「
記
念
品
カ
タ

ロ
グ
」
を
作
成
し
、
事
業
の
拡
大

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
寄
附
金
振

り
込
み
方
法
な
ど
の
利
便
性
向
上

や
成
果
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
よ

り
良
い
事
業
と
な
る
よ
う
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

統合された運転管理センター

健
康
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

簡
素
で
効
率
的
な

行
政
基
盤
の
確
立

鴨島児童館
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●
川
島
こ
ど
も
園
業
務
外
部
委
託

　

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
向
け

て
、
平
成
26
年
度
か
ら
３
年
間
、

川
島
こ
ど
も
園
の
調
理
業
務
な
ど

を
民
間
事
業
者
へ
委
託
し
ま
す
。

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

事
業
者
を
募
集
し
、
審
査
し
た
結

果
「
一
富
士
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
」
に
委
託
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
公
立
保
育
所
と
こ
ど
も

園
の
３
歳
児
ま
で
を
統
一
献
立
と

し
、
食
材
の
購
入
な
ど
に
つ
い
て

は
、
地
産
地
消
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
、
引
き
続
き
吉
野
川
市
が

実
施
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
市
議
会
定
例
会

が
12
月
２
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で

の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

市
長
が
提
案
し
た
28
議
案
す
べ
て

が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
等
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
２

億
３
６
６
３
万
３
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
９
８
億
６
１
６

６
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
２
０

７
万
３
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総

額
を
56
億
２
９
０
７
万
３
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
１

１
３
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
50
億
１
４
５
６
万
２
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に

１
４
８
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
９
億
７
３
７
６
万
９
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に

89
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
３
億
９
８
９
３
万
３
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に

７
３
７
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
２
億
４
８
６
６
万
１
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
の
予
定
額
を

５
１
０
万
円
減
額
し
、
資
本
的
収

入
は
３
０
０
０
万
円
を
追
加
、
資

本
的
支
出
の
予
定
額
を
３
３
０
万

円
減
額
し
ま
し
た
。

◇
吉
野
川
市
特
別
職
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
の
給
料
月
額

を
、
次
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

を
減
じ
た
額
と
し
ま
す
。

市
長　
　
　
　

１
０
０
分
の
20

副
市
長　
　
　

１
０
０
分
の
10

◇
吉
野
川
市
山
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

健
康
の
増
進
や
教
養
の
向
上
な

ど
、
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
旧
吉
野
川
市
山

川
庁
舎
に
設
置
し
ま
す
。

　

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
及
び
飯
尾
敷
地
地
区
公
民
館

／
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
飯
尾
敷

地
地
区
審
議
会
／
平
成
26
年
４
月

１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
美
郷
ほ
た
る
館
／
特
定
非
営
利

活
動
法
人　

美
郷
宝
さ
が
し
探
検

隊
／
平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日

▼
鴨
島
児
童
館
／
学
校
法
人　

鴨

島
学
園
／
平
成
26
年
４
月
１
日
～

平
成
29
年
３
月
31
日

▼
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館

／
吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
／

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年

３
月
31
日

▼
城
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
公

益
社
団
法
人　

吉
野
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
平
成
26
年

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
美
郷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
吉

野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
／
平
成

26
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月

31
日

▼
ふ
れ
あ
い
交
流
の
家
／
吉
野
川

市
社
会
福
祉
協
議
会
／
平
成
26
年

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
委
員
に

任
命
し
た
い
た
め
、
議
会
の
同
意

を
求
め
た
も
の
で
す
。

上
野
準
二
（
う
え
の
・
じ
ゅ
ん
じ
）

氏
＝
61
歳
、
美
郷
字
大
野

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
　

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
委
員
に

推
薦
し
た
い
た
め
、
議
会
に
対
し

て
意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

日
和
田
慈
泉
（
ひ
わ
だ
・
じ
せ
ん
）

氏
＝
66
歳
、
山
川
町
久
宗

河
野
功
（
か
わ
の
・
い
さ
お
）
氏

＝
66
歳
、
山
川
町
川
田

誌
面
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
、
要
旨
部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
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●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211

平成26年１月１日現在、吉野川市に住所のある方。
ただし、次のいずれかに該当する方は、原則として市へ申告する必要はありません。

①税務署などで所得税の確定申告書を提出される方
②勤務先から市へ年末調整済の給与支払報告書が提出されており、その給与以外の収入がない方
③公的年金等支払報告書が市へ提出されており、その公的年金以外の収入がない方

　※②、③に該当する方で、報告されていない控除（扶養・生命保険・医療費の控除など）を新た
　　に受ける方は、市へ申告する必要があります。

　ただし、平成25年中の収入が公的年金のみで、
　・年齢が64歳以下（昭和24年１月２日以後に生まれた人）で、公的年金等収入が98万円以下
　・年齢が65歳以上（昭和24年１月１日以前に生まれた人）で、公的年金等収入が148万円以下
　の方は、今回の申告は必要ないと考えられます。
　申告が必要かどうかがわからないときは、税務課（本館２階）までお問い合わせください。

　市の申告相談期間中は、所得税（国税）の確定申告書も受け付けしていますが、次の所得・控除
の申告をされる方は、川島税務署で申告してください。

平成25年中所得の申告相談について
平成26年度市・県民税と国民健康保険税の課税基礎となる平成25年中所得の申告相談を行います。

申告が必要な方

●譲渡所得（土地、家屋、株式等）　 ●青色申告
●住宅借入金等特別控除（新築・増改築・耐震改修・バリアフリー改修工事など）
●雑損控除　 ●消費税申告

上記以外にも、申告内容によっては川島税務署で申告していただく場合があります。ご了承ください。
※確定申告書の控えに税務署受付印が必要な方は、川島税務署で申告してください。

　平成25年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、平成26年２月17日（月）～同年
３月17日（月）までです。源泉徴収税額の還付を受ける申告は、平成26年２月16日（日）以前
でも提出することができます。
※税務署の閉庁日（土・日・祝日など）は、税務署での相談および受け付けは行っていません。
ただし、郵送または時間外収受箱への投かんにより、申告書を提出することはできます。
　毎年、期限間近になると税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます
ので、申告書はできるだけご自分で作成して、お早めに提出してください。
　所得税及び復興特別所得税の確定申告について詳しくお尋ねになりたい場合は、川島税務
署へお問い合わせください（お電話をおかけいただくと、自動音声でご案内しますので、案
内に従ってご用件の番号を選択してください）。

所得税及び復興特別所得税の確定申告について 〈川島税務署からのお知らせ〉
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日程、会場の詳細は次ページを参照してください。
受付時間：午前９時30分～午後３時
※旧川島庁舎はこども園になるため、川島町の会場を川島公民館へ変更しています。
　入館は午前８時30分からですので、ご注意ください。

申告相談日程

①印かん（ゴム印・スタンプ印は不可）
②所得の計算に必要な書類（収入や必要経費がわかる書類）
③給与や公的年金等の収入がある方は、その支払者から交付された平成25年分の源泉徴収票
④平成25年中に支払った社会保険料が確認できる書類
　※国民年金保険料、国民年金基金の掛金については、支払証明書が必要です。
⑤生命保険料、地震保険料、その他各種控除の対象となるものの証明書など
　※生命保険料、地震保険料については、控除証明書が必要です。
　※障害者控除を受ける方は、障害者手帳や福祉事務所で交付された平成25年分の障害者控除対
　　象者認定書など、障がいの程度を証明できる書類をご持参ください。
　※医療費控除、寄付金控除を受ける方は、領収書が必要です。
⑥税務署から確定申告書が送られてきている場合は、その確定申告書
⑦本人名義の預貯金口座番号などがわかるもの（市経由で確定申告書を提出される方のみ）

申告相談時にお持ちいただくもの

●平成25年中の収入が、非課税所得（遺族年金や障害年金など）のみの場合や、収入がなかった
場合でご申告される方は、会場受付に設置する住民税申告書にご記入ください。

●農業所得、営業等所得、不動産所得の申告をされる方は、必ず収入と経費を集計して会場へお越
しください。

●医療費控除の申告をされる方は、集計してから会場へお越しください。平成25年中に支払った
医療費の領収書・レシートを人別に分けて、支払額を集計してください。また、高額療養費や生
命保険会社から支払われた給付金など、医療費を補てんする保険金などがある場合は、同様に集
計をお願いします。

　集計をされていない場合、会場に設ける記載台で集計していただくことになります。
　申告期間中は、相談者でたいへん混雑することが予想されます。少しでもスムーズな相談ができ
るよう、ご協力をお願いします。

注意

●問い合わせ	 市税について　　　　　　市税務課　　　☎22-2215
	 国民健康保険税について　市国保年金課　☎22-2213
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平成25年中所得申告相談日程表
受付時間　午前９時30分～午後３時
旧川島庁舎はこども園になるため、川島公民館に会場を変更しています（入館は午前８時30分）。
例年、午前中はかなり混み合っていますので、時間をずらしてお越しください。
また、農業・営業･不動産所得の収支や医療費は、必ず集計してから会場へお越しください。
集計をされていない場合、会場で集計していただくことになりますので、ご了承ください。

鴨
島
町

相談日 地区区分 会場
２月20日（木） 西麻植・敷地地区

市役所本館
３階大会議室

２月21日（金） 上浦･牛島地区
２月24日（月） 森山地区
２月25日（火） 鴨島･上下島・喜来地区
２月26日（水） 知恵島・鴨島･上下島・喜来地区
２月27日（木） 飯尾･呉郷地区
２月28日（金）

鴨島町全域
３月３日（月）

川
島
町

相談日 地区区分 会場
２月17日（月） 児島・学・三ツ島地区

川島公民館1階２月18日（火） 桒村・山田・川島・宮島地区
２月19日（水） 川島町全域
３月８日（土）

山川町･美郷･川島町全域 山川支所３階 講堂
３月11日（火）

山
川
町

相談日 地区区分 会場

３月４日（火）
宮島南・北、瀬詰八幡、春日、若宮・東、中筋、井上、久宗、
榎谷、大内、楠根地、皆瀬、桑内、祇園、八坂南・北、青木、
三島、湯立東・西・北、旭

山川支所
３階講堂

３月５日（水） 南・中・北町、西山、川田天神、村雲、旗見、迎坂、宮地、季
邦、住吉、翁喜台・東、西ノ原、北島東・西

３月６日（木） 麦原東･西、川東東･南･西･北、恵下、奥川田東･西、瀬津、
東･西市久保、原、貞田、舟戸東･西、衣笠

３月10日（月）
山瀬天神、忌部北・南、日の出第１・第２、北村、中央東・
西、西久保東・中・南・西、諏訪・東・南部・中部、ほた
る川

３月８日（土）
山川町・美郷・川島町全域

３月11日（火）

美
郷

相談日 地区区分 会場
３月７日（金） 美郷全域 ふるさとセンター
３月８日（土）

山川町・美郷・川島町全域 山川支所３階 講堂
３月11日（火）

市
全
域

相談日 地区区分 会場
３月12日（水）

吉野川市全域 市役所本館
３階大会議室

３月13日（木）
３月14日（金）
３月16日（日）
３月17日（月）

◎所得税（国税）の確定申告書は、川島税務署でも受け付けしています。

次
の
所
得
・
控
除
を
申
告
す
る
方
は
、
川
島
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
　
●
譲
渡
所
得
（
土
地
、
家
屋
、
株
式
等
）　
●
青
色
申
告

　
　
　
●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
新
築
・
増
改
築
・
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
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改
修
工
事
な
ど
）　
●
雑
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控
除
　
●
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税
申
告
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吉野川市市制10周年記念

～市民手作りイベント事業～  の募集について
　吉野川市は、平成26年10月に10年の節目を迎えます。この市制10周年を市民全体で祝い、喜びを分か
ち合い、本市への愛着感の高揚を図るとともに、本市の良さと魅力を効果的に発信していく取り組みや、
イベントなどを実施する公益的活動を行う団体に対して財政支援をします。
　その思いが“「夢紡ぐまち吉野川市」の未来”につながるようなアイデアあふれた事業を応援します。

【応募受付期限】
　２月28日（金）必着

【対象事業】
　吉野川市市制10周年記念事業にふさわしく、吉野川市内
で実施する新たな取り組みやイベントなど、その成果およ
び効果が今後の本市のさらなる飛躍につながると見込まれ
る事業で、平成26年度内に実施し、かつ、完了するもの。
　ただし、他の補助金・助成金を受ける事業は除きます。

【応募資格】
◦公益的事業を行う団体（市内のNPO、ボランティア団体、自治会、婦人会、老人会など）とします。
　個人での応募はできません。
◦法人格の有無は問いませんが、次の要件をすべて満たしていることが必要です。

【支援金額】
　補助対象事業１件につき、20万円を限度とし、予算の範囲内において決定します（千円未満は切り捨て）。
　補助対象経費は、事業に直接必要な経費に限ります。食糧費や備品購入費など補助対象外とする経費が
ありますので、募集要項でご確認ください。

【支援期間】
　１事業につき１カ年度限りとします。

【応募可能件数】
　応募できる件数は１団体１件とします。

【選考方法】
応募書類をもとに、選定委員会において選定します（平成
26年３月末）。また事業内容について応募団体から聞き取り
を行うことがあります。

【募集要項】
　募集要項、応募書類は、企画財政課（本館３階）、各支所（川島・山川・美郷）で配布します。また市ホー
ムページからもダウンロードできます。

（１）吉野川市内に活動拠点がある（吉野川市内に事務所や代表者の住所がある）

（２）活動実績は問わない

（３）構成員の数がおおむね５人以上であり、吉野川市民が過半数を占める

（４）団体運営について規約などを有し、予算や決算、事業報告を適正に行っている
　　 （活動実績がない団体は、予算や年間の事業予定を計画している）

（５）政治上の主義もしくは施策、または、宗教上の教義を推進し、支持し、またはこれに反対する活
動を行っていない

●問い合わせ
〒776－8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市企画財政課企画政策係
TEL：22-2221　FAX：22-2244　E-mail：kikaku@city.yoshinogawa.lg.jp

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
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●問い合わせ　運転管理センター　☎25-2111

ごみは資源として活用されています！

粗大ごみ自己搬入施設（こうつの里跡地）の利用期間延長について

　吉野川市で収集されたごみは、中央広域環境センターで処理されています。その過程で生成されたガス
エネルギー（燃料ガス）は、ボイラーと発電機の燃料ガスとして利用し、平成24年度の発電量は5,782千
kWhで、中央広域環境センターの使用電力の約26％が賄われました。また、ガスエネルギー以外のもの
は溶融され、新しい資源（スラグ、メタルなど）として活用されています。

　現在、川島リサイクルセンター（川島町桒村2298番地）の拡張工事により施設が利用できない
ため、「こうつの里」跡地（山川町大内51番地）を臨時的に代替用リサイクル施設として利用して
います。
　この度、川島リサイクルセンター斜面安定化工事のため、「こうつの里」の受入期間を平成26年
８月31日（日）まで延長します。利用者の皆さんにはご不便を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

（１）受 入 期 間：平成26年８月31日（日）まで延長
（２）受入搬入日：
　　　　吉野川市ごみ収集カレンダーのとおり（変更なし）
　　　　＊ただし、粗大ごみ処理券は必要です。

（３）搬 入 施 設：
　　　　①「こうつの里」跡地（代替地）山川町大内51番地
　　　　②  山川不燃物処理場（山川町堤外141番地26）従来どおり

（４）受 入 時 間：午前９時～正午、午後１時～午後４時

　平成24年度は、吉野川市から中央広域環境センターへ
8,318ｔのごみが搬入され、吉野川市１人あたり（１年間）
約188.7kgのごみを排出しています。

副産物の種類 活用されるもの 平成24年度
副産物量

溶融スラグ 建設資材 1,600t

工業塩 塩ビ製品・融雪剤 377t

金属水酸化物 非鉄金属原料 270t

精製ガス 施設内設備のガスエ
ンジン発電機の燃料

30,993
千Ｎ㎥

濃縮塩水 化学薬品 477t

可燃ごみ 小型複合 大型複合
（粗大） 計 1人あたり(1年間）

のごみ排出量

8,227t 47t 44t 8,318t 188.7kg

［中央広域環境センターで資源として活用したもの］

［平成24年度吉野川市家庭系ごみ排出量］

［所在地：山川町大内51番地］

至穴吹

●山川支所

高越大橋

山川トンネル
●ふいご温泉

四国銀行●
山川支店

至徳島
至阿波市

至美郷

北

こうつの里
跡　地

JR 山川

国道192号

国
道
1
9
3
号

こうつの里跡地（代替地）位置図

メタル
金属原料

ごみを溶融してできたメタ
ルは、金属原料として利用
しています。

建設資材
スラグ

ごみを溶融してできたスラ
グは、ブロックや舗装材な
どの建設資材として利用さ
れます。
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●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226

柚みそ（おかず用）

吉野川市産の低農薬・
無農薬の柚子を使用し
た手作り柚みそ。

美郷女性味噌部

阿波の香り
（ヤブキタ緑茶）

無農薬で、栽培から製
茶まで一貫管理した茶
葉のみを使用した特別
栽培茶。山間部の茶で
あっさりとした味わ
い。

阿波茶園

各種手漉き和紙製品
（ペン皿等）

吉野川市・高越山の麓
で、川田川の豊富で清
涼な水にはぐくまれ生
まれる和紙。

阿波手漉和紙商工業協同組合

白竜峡（梅酒）

全国で初めて梅酒特区とし
て指定された美郷で、免許
第１号を取得した「東野リ
キュール製造場」が製造。
梅作りにこだわった地元の
農家が生産した、美郷自慢
の梅が原料。酸味をおさえ
た夏向きの梅酒。

東野リキュール製造場

梅エキス

吉野川市産の青梅を使
用。青梅のしぼり汁だ
けを煮詰めたもの。

美郷梅工房

梅肉チューブ

梅干しをペースト状に
したもの。保存料、着
色料不使用。

西農園

梅干し
（小梅）

吉野川市産の梅を使
用。しその風味と梅の
酸味をいかし、昔なが
らの味と製法にこだ
わった一品。

天野農園

すだちドレッシング

徳島名物すだちと吉野
川市で加工された大豆
を使ったドレッシン
グ。

おいし工房

今回掲載の事業者

事　  業　  者 住　　所 連絡先

天 野 農 園 美郷字宗田419 ☎43-2156

西 農 園 美郷字宗田370 ☎43-2225

お い し 工 房 川島町桒村633-13 ☎26-3060

阿 波 茶 園 美郷字張455-2 ☎43-2109

美 郷 女 性 味 噌 部 美郷字古土地137-5 ☎43-2504

美 郷 梅 工 房 美郷字張419-8 ☎43-2580

阿波手漉和紙商工業協同組合 山川町川東136 ☎42-2772

東野リキュール製造場 美郷字川俣5-5 ☎43-2216

吉野川市
ブランド認証商品
吉野川市ならではの魅力
ある特産品の中で、評価
基準を満たした商品を

「吉野川市ブランド」と
して認証しています。
お知り合いの方への贈り物やお客様へのおもて
なしなどに、ぜひご利用ください。（※順不同）

ヨッピー・
ピッピーも
おすすめ !!
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親
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

作
文
や
詩
な
ど
で
表
現
す
る
、「
親お

や

守も
り

詩う
た

」
第
１
回
全
国
大
会
の
作
文

の
部
で
、
鴨
島
第
一
中
学
校
３
年

生
の
寿す

み
す須

里り
く
う空

く
ん
が
、
第
１
席

と
な
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。「
母
へ
の
日
頃
の
感

謝
を
書
い
た
だ
け
だ
っ
た
け
ど
、

大
き
い
大
会
で
受
賞
で
き
た
の
で
、

す
ご
く
う
れ
し
い
」と
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

園児のみんな、ありがとう！

災害発生時に備えて！ 大震災での活動を語る笹原さん

受賞の寿須くん

　

11
月
８
日
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
リ
ン

ゴ
や
ミ
カ
ン
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　

園
で
は
毎
年
収
穫
を
祝
い
、
日

ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

果
物
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て

い
ま
す
。

　

11
月
９
日
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

に
よ
る
「
人
権
の
つ
ど
い
」
が
鴨

島
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
教
職

員
、
保
護
者
ら
約
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と

し
て
、
森
山
獅
子
舞
保
存
会
と
森

山
小
学
校
児
童
に
よ
る
森
藤
獅
子

舞
・
二
十
四
考
・
傘
踊
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
も
か
げ
復

元
師
・
笹
原
留
依
子
さ
ん
の
講
演

で
は
、「
い
の
ち
は
輝
か
せ
て
あ
げ

る
も
の
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
東

日
本
大
震
災
で
津
波
に
流
さ
れ
損

傷
し
た
３
０
０
を
超
え
る
遺
体
の

傷
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
復
し
、

　

11
月
８
日
に
鴨
島
町
牛
島
の
乾

マ
サ
子
さ
ん
、
11
月
18
日
に
川
島

町
学
の
市
原
百
合
子
さ
ん
、
川
島

町
学
の
大
宅
品
子
さ
ん
が
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
吉
野
川
市

と
徳
島
県
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

乾
さ
ん
は
、
裁
縫
が
と
て
も
得

意
で
、
今
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
物

を
ご
自
分
で
作
ら
れ
て
き
た
そ
う

で
す
。
好
き
な
食
べ
物
は
刺
身
で
、

中
で
も
マ
グ
ロ
の
赤
身
が
一
番
の

好
物
だ
そ
う
で
す
。
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
体
を
動
か
す
こ
と
と
、
野
菜

を
多
く
と
る
こ
と
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

市
原
さ
ん
は
体
を
動
か
す
こ
と

が
好
き
で
、
以
前
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
楽
し
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。
最
近
は
天
気
の
良
い
日
に
近

所
を
散
歩
し
て
体
を
動
か
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
身
の
回
り

の
大
体
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る

な
ど
、
大
変
お
元
気
な
様
子
で
し

た
。

　

大
宅
さ
ん
は
、
洋
食
が
と
て
も

好
き
で
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
や
ハ
ン
バ
ー

グ
、
カ
レ
ー
な
ど
が
大
好
物
だ
そ

う
で
す
。
一
番
の
楽
し
み
は
ラ
ジ

オ
を
聴
く
こ
と
と
、
テ
レ
ビ
で
国

会
中
継
を
見
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

お
祝
い
に
は
多
く
の
親
族
が
駆
け

付
け
、
み
な
さ
ん
に
元
気
な
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
27
人
（
女
性
23
人
男
性
4

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
簡
易
担
架
の
作

成
、
応
急
手
当
、
非
常
食
の
炊
き

出
し
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
地

元
の
児
童
や
住
民
が
参
加
し
、
普

段
身
近
に
あ
る
も
の
を
災
害
時
に

活
用
す
る
方
法
を
学
び
、
災
害
発

生
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
活
動
が
行
え

る
よ
う
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
牛
島
小
学
校
で
、

自
主
防
災
会
が
主
催
す
る
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
署
な
ど
の
指
導
の
も
と
、

死
化
粧
を
施
し
て
家
族
に
最
後
の

対
面
を
さ
せ
て
き
た
体
験
を
語
り

ま
し
た
。

第
９
回
人
権
の
つ
ど
い

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

牛
島
自
主
防
災
会

全
国
大
会
で
第
１
席

め
ぐ
み
幼
稚
園

収
穫
感
謝
祭

乾マサ子さん

大宅品子さん 市原百合子さん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

あ
ご
ひ
も
し
め
て　

出
発
だ	

丸
本　

佳
典
（
上
浦
小
学
校
５
年
）
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１
１
９
番
の
日
で
あ
る
11
月
９

日
か
ら
１
週
間
、「
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
11
月
11
・
12
日
の
２

日
間
、
吉
野
川
市
で
は
、
消
防
団
・

徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
本
部
・

吉
野
川
警
察
署
合
同
に
よ
る
防
火

パ
レ
ー
ド
を
、
吉
野
川
市
全
域
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標

語
は
、「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」
で
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
一
人
一
人
が
火
災
予
防
に
対

す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

火
災
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
や
貴
重

な
財
産
の
損
失
を
防
ぎ
、
放
火
さ

れ
に
く
い
「
火
災
に
強
い
街
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

はしご車による救助訓練の様子

美郷の梅酒が世界を１つにする？

「飲んだら乗るな」を徹底！ 寒風に負けず走り抜け！

慎重かつ大胆に熱戦を展開！

防火パレードに出動する消防車

　

11
月
24
日
、
県
立
川
島
中
・
高

等
学
校
を
中
心
と
し
て
、
吉
野
川

市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
市

消
防
団
や
自
主
防
災
会
、
県
立

川
島
中
・
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど

７
５
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
（
表

紙
写
真
）。
巨
大
地
震
を
想
定
し
た

初
動
対
応
訓
練
の
ほ
か
、
初
期
消

火
訓
練
や
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
負
傷
者
搬
送
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間
期
間
中
の

12
月
２
日
、
吉
野
川
市
長
、
吉
野

川
警
察
署
長
、
吉
野
川
市
交
通
安

全
協
会
長
、
会
員
な
ど
約
10
人
が
、

吉
野
川
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ヨ
ッ
ピ
ー
と
共
に
鴨
島
町
の
飲
食

店
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
「
飲
酒
運
転
撲
滅
」
と
書
か
れ
た

の
ぼ
り
を
手
に
、
飲
食
店
の
店
主

に
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
推
進
店

指
定
書
」
と
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ

ズ
を
手
渡
し
、
飲
酒
運
転
撲
滅
と

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
、
美
郷
地
区
一
円
で
、

第
37
回
吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
70
チ
ー
ム
４
２
０
人
が

参
加
し
、
６
区
間
約
20
㎞
で
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
部
門

優　

勝　

徳
島
県
庁
Ｂ

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
６
分
44
秒
）

準
優
勝　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｎ

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
６
分
48
秒
）

第
３
位　Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｅ-

１　

餌
木
猿

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
７
分
10
秒
）

○
女
子
部
門

優　

勝　

鴨
島
東
中
学
校

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
18
分
50
秒
）

準
優
勝　

鴨
島
第
一
中
学
校
Ａ

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
21
分
43
秒
）

め
ご
の
炭
火
焼
き
、
梅
を
使
っ
た

カ
レ
ー
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
紅

葉
に
彩
ら
れ
た
秋
の
美
郷
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、
鴨
島
体
育
館
で
第

９
回
吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
約
４
０
０
人

の
参
加
に
よ
り
、
輪
投
げ
競
争
や

籠
ま
り
入
れ
な
ど
で
得
点
を
競
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
優
勝
は
川
島
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
準
優
勝
は
鴨
島

天
寿
会
連
合
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
23
・
24
日
の
２
日
間
、
美

郷
地
区
で
、
第
５
回
美
郷
梅
酒
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
梅
酒

を
飲
み
比
べ
た
り
、
梅
酒
以
外
に

も
各
所
自
慢
の
手
打
ち
そ
ば
や
あ

総
合
防
災
訓
練

梅
酒
ま
つ
り
開
催

飲
酒
運
転
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

体
育
大
会

防
火
パ
レ
ー
ド

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
手
を
あ
げ
て　

わ
た
っ
て
い
る
よ　

見
て
い
て
ね	

香
川　

柊
吾
（
牛
島
小
学
校
２
年
）
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教
育
委
員
会
は
、
任
期
満
了
に
伴
う

教
育
委
員
長
、
委
員
長
職
務
代
理
者
を

互
選
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年
11

月
26
日
か
ら
平
成
26
年
11
月
25
日
ま
で

で
す
（
敬
称
略
）。

教
育
委
員
長

　

檜　

正
男
（
山
川
町
瀬
津
）

委
員
長
職
務
代
理
者

　

中　

洋
子
（
川
島
町
桒
村
）

問
い
合
わ
せ

市
教
育
総
務
課	

☎
22-

２
２
７
２

　

平
成
26
年
４
月
に
小
学
校
、
中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

に
、
教
育
委
員
会
か
ら
１
月
中
に
入
学

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
入
学
届
に
記

名
押
印
の
上
、
２
月
末
日
ま
で
に
指
定

さ
れ
た
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
学
校
入
学
該
当
者

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ

◆
中
学
校
入
学
該
当
者

平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４
月

１
日
生
ま
れ

　

な
お
、
入
学
し
が
た
い
事
由
が
あ
る

場
合
や
、
指
定
さ
れ
た
学
校
以
外
の
学

校
へ
入
学
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
学
校
教
育
課
（
東
館
３
階
）
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課	
☎
22-
２
２
７
３

　

平
成
25
年
度
緑
の
募
金
（
秋
の
家
庭

募
金
）
で
は
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
春
に
実
施
し
た
学
校
募
金
と

合
わ
せ
て
、
２
９
０
万
円
余
り
の
募
金

を
（
公
社
）
と
く
し
ま
森
と
み
ど
り
の

会
へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

緑
の
募
金
は
、
水
源
地
域
や
里
山
で

お
知
ら
せ

の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森

林
整
備
、
身
の
周
り
の
緑
化
、
間
伐
材

の
利
用
促
進
、
緑
化
推
進
に
係
る
国
際

協
力
な
ど
、
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
地
林
業
課
内
（
公
社
）
と
く
し
ま

森
と
み
ど
り
の
会
吉
野
川
市
支
部

	

☎
22-

２
２
２
３

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
を
利
用
し
た
手
続
き
の
う
ち
、
住

基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
端
末
に
よ
る
次
の

手
続
き
を
、
現
在
、
市
民
生
活
課
お
よ

び
山
川
支
所
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
が
少
な
い
た
め
平
成
26
年
３
月
１

日
か
ら
山
川
支
所
で
の
事
務
を
廃
止

し
、
市
民
生
活
課
の
み
で
事
務
を
行
い

ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
住
基
カ
ー
ド
交
付
手
続
き
（
申
請
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
支
所
で
も
受
け
付

け
で
き
ま
す
が
、
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

は
市
民
生
活
課
の
み
と
な
り
ま
す
）

○
住
基
カ
ー
ド
継
続
利
用
手
続
き
（
住

基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が
、
転
入
後

も
引
き
続
き
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

た
め
の
手
続
き
）

○
住
基
カ
ー
ド
券
面
事
項
更
新
手
続

き
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
、
か
つ
、
写
真

付
き
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が
転

居
・
氏
名
変
更
な
ど
を
し
た
際
の
手
続

き
）

○
住
基
カ
ー
ド
暗
証
番
号
の
再
設
定
お

よ
び
変
更
手
続
き

　

詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課	

☎
22-

２
２
１
０

教
育
委
員
長
が
次
の
と
お
り

選
任
さ
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
小
・
中
学
校

入
学
に
つ
い
て

緑
の
募
金
の
実
績
報
告

山
川
支
所
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

端
末
廃
止
に
伴
う
住
基
カ
ー
ド
に

よ
る
手
続
き
の
廃
止 種　　類 金　　額

家庭（自治会）
募金　　　　 2,639,370円

学校募金 273,496円

合　　計 2,912,866円

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ゆ
ず
り
あ
う　

気
持
ち
が
あ
れ
ば　

事
故
は
ゼ
ロ	

武
岡　

千
里
（
森
山
小
学
校
６
年
）
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広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

　

吉
野
川
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、
次

の
５
人
の
方
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

大
塚　

敏
明
（
鴨
島
町
）

佐
野　

勝
代
（
鴨
島
町
）

河
野　

住
江
（
川
島
町
）

宮
本　
　

清
（
山
川
町
）

佐
藤　

榮
一
（
美
郷
）

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
固
定
資
産
税
お

固
定
資
産
評
価
審
査
会

委
員
の
委
嘱

前
納
報
奨
金
制
度
廃
止
の

お
知
ら
せ

よ
び
個
人
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

の
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

 

廃
止
理
由 

１
．
前
納
報
奨
金
制
度
は
、
昭
和
25
年

の
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
、
経
済
情
勢

の
な
か
で
、「
税
収
の
早
期
確
保
」や「
納

税
意
識
の
向
上
」
な
ど
を
目
的
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
60
年
以
上

が
経
過
し
た
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

納
税
意
識
、
納
税
環
境
な
ど
も
大
き
く

変
化
し
、
金
融
機
関
窓
口
の
増
加
、
口

座
振
替
に
よ
る
自
主
納
付
の
浸
透
に
よ

り
、
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て
き
た
こ

と２
．
市
県
民
税
を
給
与
や
年
金
か
ら
引

き
落
と
さ
れ
て
い
る
納
税
者
は
、
前
納

報
奨
金
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め

不
公
平
な
制
度
に
な
っ
て
い
る
こ
と

３
．
一
括
納
付
を
し
た
く
て
も
納
税
資

金
に
余
裕
が
な
い
方
に
は
、
前
納
報
奨

金
制
度
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め

納
税
の
公
平
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と

４
．
県
内
市
町
村
に
お
い
て
も
、
多
く

の
自
治
体
が
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

を
行
っ
て
お
り
、
県
内
６
市
に
お
い
て

は
す
で
に
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し

て
い
る
こ
と

　

こ
れ
ま
で
、
納
期
前
納
付
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

制
度
廃
止
の
ご
理
解
と
、
今
後
と
も

納
期
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
３
月
31
日

㈪
必
着
（
郵
送
可
）

有
効
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

１
年
間
（
平
成
26
年
度
）

種
類　

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
関
係
、
運
搬
関
係
（
一
般

貨
物
運
送
業
許
可
業
者
）、
物
品
の
製

造
・
買
い
入
れ
、
売
り
払
い
、
役
務
提

供
関
係

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
７
１‒

１
４
０
２

阿
波
市
吉
野
町
西
条
字
藤
原
70‒

１

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
業
務
課

	
☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
１
２
７

	

℻
０
８
８
（
６
３
７
）
７
１
２
８

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
か
ら

の
お
知
ら
せ（
指
名
願
受
付
）

委嘱式の様子

●問い合わせ先　川島税務署　総務課　☎25-2211

税務職員を装った者からの不審な電話にご注意ください！
■国税局や税務署の職員を名乗る者から電話があり、アンケートや年金受給調査と称して、
年齢や家族構成、年金の受給状況、預金残高、口座情報などについて聞き出そうとする
事例が発生しています。
※不審な電話があった場合には、即答を避け、①相手の所属部署、②氏名、③電話番号を
確認した上で一旦電話を切り、最寄りの税務署にお問い合わせください。

【税務署からのお知らせ】

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ぼ
く
の
め
で　

き
ち
ん
と
か
く
に
ん　

さ
あ
し
ゅ
っ
ぱ
つ	

住
友　

一
絆
（
鴨
島
小
学
校
１
年
）
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冬季の節電・省エネルギー対策について
～節電へのご協力をお願いします～

　

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
、
小
規
模
な

工
事
や
修
繕
な
ど
の
受
注
を
希
望
す
る

方
を
登
録
し
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の

受
注
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

『
小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者
登
録
制

度
』
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
事

項
に
留
意
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
と
な
る
工
事　

１
件
が
20
万
円
未

満
の
軽
易
な
工
事
や
修
繕
な
ど
。

登
録
で
き
る
方　

次
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
建
設
業
の
許
可
の
有
無
や
経
営
組

織
の
内
容
、
従
業
員
数
な
ど
は
問
い
ま

せ
ん
。

○
市
内
に
主
た
る
事
業
所
、
ま
た
は
住

所
を
有
す
る
方

○
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）

参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
い

な
い
方

○
希
望
す
る
小
規
模
工
事
な
ど
を
履
行

す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
お
よ
び
免
許

等
を
有
す
る
方

登
録
に
必
要
な
も
の　

登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
書
類
を
監
理
課
契
約
係

（
東
館
２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者
登
録
申

請
書
（
様
式
第
１
号
）

※
吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
監
理
課
契

約
係
の
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
納
税
証
明
書
（
全
科
目
完
納
し
た
も

の
に
限
る
。
法
人
登
録
の
あ
る
方
は
法

人
名
、
個
人
の
方
は
個
人
名
で
取
得
。

平
成
25
年
度
分
、
税
務
課
で
交
付
）

○
資
格
、
免
許
な
ど
が
必
要
な
業
種
を

希
望
す
る
方
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
資
格

証
や
免
許
証
の
写
し

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈯
～
３
月
20
日

㈭
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

登
録
の
有
効
期
間　

平
成
26
年
６
月
１

日
か
ら
翌
年
５
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
監
理
課
契
約
係	

☎
22-
２
２
５
２

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/docs/2011010400016/

平
成
26
年
度
小
規
模
工
事
等

受
注
希
望
者
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
吉
野
川
市
臨
時
職
員
任

用
予
定
者
名
簿
に
登
録
希
望
の
方
は
、

次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
、
登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的

に
任
用
し
ま
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】
事
務
補
助
員
・
労
務
作
業

員
・
学
校
技
能
員
等

【
教
諭・保
育
士
等
】
幼
稚
園
教
諭
免
許
、

保
育
士
資
格
等
、資
格
を
有
す
る
方
（
取

得
見
込
み
の
方
）

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
等
】

保
健
師
免
許
、
管
理
栄
養
士
免
許
、
看

護
師
免
許
等
、
資
格
を
有
す
る
方
（
取

得
見
込
み
の
方
）

日
額
賃
金

●
一
般
事
務
職
、
学
校
技
能
員
等

	

６
５
０
０
円

●
教
諭
、
保
育
士
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
（
免
許
、
資
格
必
要
）

	

７
７
０
０
円

●
教
諭
、
保
育
士
（
担
任
）

	

７
８
５
０
円

●
看
護
師
等
（
免
許
必
要
）

	

７
０
０
０
円

●
道
路
等
作
業
員	

８
３
０
０
円

●
清
掃
作
業
員	

９
４
０
０
円

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
方
は
、
別

途
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
希
望
す

る
職
種
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、

総
務
部
総
務
課
（
本
館
３
階
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、学
校
技
能
員
、

幼
稚
園
教
諭
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
（
東
館
３
階
）
へ
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
教
諭
・
保

育
士
・
看
護
師
な
ど
に
つ
い
て
は
、
資

格
証
等
の
写
し
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
等

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
26
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
任
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

市
教
育
総
務
課	

☎
22-

２
２
７
２

募

　集

平
成
26
年
度「
吉
野
川
市

臨
時
職
員
」の
登
録
者
募
集

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
今
行
け
る　

そ
の
油
断
が　

事
故
ま
ね
く	

松
本　

梨
瑚
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
５
年
）
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[空調]　重ね着などをして、室温20℃を心がける。

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
求
人
課
へ
提
出
（
資
格
等
を
証

す
る
書
類
の
コ
ピ
ー
を
添
付
）
し
て
く

だ
さ
い
。

　

書
類
お
よ
び
面
接
で
選
考
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
、
雇
用
期
間
は
４
月
１
日

か
ら
１
年
間
で
社
会
保
険
・
雇
用
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
課
（
本
館
２
階
）

募
集
人
員

①
主
任
介
護
支
援
専
門
員	

１
人

②
訪
問
調
査
員	

１
人

③
介
護
支
援
専
門
員	

１
人

④
給
付
管
理
等
事
務
員	

１
人

資
格
等

①
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、
②
介
護
支

援
専
門
員
、
③
介
護
支
援
専
門
員
、
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
看
護
師
の
い
ず

れ
か
、
④
医
療
事
務
の
有
資
格
者

※
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許

主
な
職
務
内
容

①
介
護
保
険
適
正
化
事
業
事
務
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）

②
介
護
保
険
認
定
調
査
業
務
（
介
護
保

険
申
請
者
へ
の
訪
問
調
査
）

③
介
護
予
防
支
援
業
務
（
介
護
保
険
要

支
援
１
お
よ
び
２
の
認
定
者
に
対
す
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
）

④
介
護
予
防
支
援
業
務
に
伴
う
給
付
管

理
事
務
な
ど

月
額
賃
金	

①
②
③
16
万
５
０
０
０
円

	

④
14
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

２
月
28
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課	
①
②
☎
22-

２
２
６
４

	

③
④
☎
22-
２
２
６
５

●
子
ど
も
相
談
室
（
本
館
１
階
）

募
集
人
員　

１
人

資
格
等　

教
員
免
許
、
医
師
免
許
、
社

会
福
祉
主
事
と
し
て
、
２
年
以
上
児
童

福
祉
事
業
に
従
事
し
た
者

※
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許

職
務
内
容　

相
談
指
導

月
額
賃
金　

15
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

２
月
28
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
子
ど
も
相
談
室	

☎
22-

２
２
６
７

●
生
涯
学
習
課

▽
川
島
公
民
館

募
集
人
員　

３
人

資
格
等　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
パ

ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
方

職
務
内
容　

公
民
館
業
務
に
関
す
る
こ

と
（
２
人
は
公
民
館
事
務
、
１
人
は
夜

間
休
日
等
業
務
）

月
額
賃
金　

12
万
６
５
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

▽
川
島
教
育
集
会
所

募
集
人
員　

１
人

資
格
等　

教
員
免
許
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
方

職
務
内
容　

教
育
集
会
所
業
務
に
関
す

る
こ
と

月
額
賃
金　

16
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

１
月
24
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

●
図
書
館

募
集
人
員　

川
島
図
書
館
１
人
、
山
川

図
書
館
２
人

資
格
等　

図
書
館
司
書
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る

方職
務
内
容　

図
書
館
業
務
に
関
す
る
こ

と月
額
賃
金　

13
万
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
山
川
図
書
館	

☎
42-

５
２
２
２

●
福
祉
総
務
課

募
集
人
員　

１
人

資
格
等　

障
が
い
者
福
祉
ま
た
は
高
齢

者
福
祉
業
務
に
係
る
資
格
を
有
す
る

か
、
そ
の
職
務
経
験
の
あ
る
方
（
障
が

い
程
度
区
分
認
定
調
査
員
研
修
終
了
者

望
む
）、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

職
務
内
容　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
申

請
者
へ
の
訪
問
調
査

月
額
賃
金　

16
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
３

嘱
託
職
員
募
集

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

わ
す
れ
ず
か
ぶ
っ
て　

し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ	

竹
下　

翔
真
（
西
麻
植
小
学
校
２
年
）
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[空調]　窓には厚手のカーテンを掛ける。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
お
よ
び
子
育

て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

内
容　

節
約
料
理
教
室

	

（
※
先
着
15
人
）

講
師　

節
約
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
フ
ー
ド

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

	

武
田
真
由
美
さ
ん

と
き　

２
月
21
日
㈮

	

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
１
階
調
理
室

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

ダ
ナ
な
ど
）、
飲
み
物

申
込
方
法　

２
月
３
日
㈪
か
ら
電
話
に

て
受
け
付
け
開
始

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
交
流
会
参
加
者
募
集

（
参
加
費
無
料
）

※
な
お
、
０
歳
～
小
学
校
６
年
生
の
お

子
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
は
、
託
児
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
際

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

☆
初
め
て
の
方
も
、
子
育
て
支
援
に
関

心
の
あ
る
方
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎
25-

６
６
１
６

　

鴨
島
江
川
・
鴨
島
森
藤
・
山
川
諏
訪

市
民
農
園
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お

り
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
希
望

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

募
集
区
画
数

○
鴨
島
江
川

１
区
画
（
１
区
画
20
㎡
・
約
６
坪
）

鴨
島
町
西
麻
植
字
江
川
１
８
１
番
地
３

○
鴨
島
森
藤

５
区
画
（
１
区
画
25
㎡
・
約
７
坪
）

鴨
島
町
森
藤
字
桑
田
７
８
７
番
地
１

○
山
川
諏
訪

10
区
画
（
１
区
画
25
㎡
・
約
７
坪
）

山
川
町
諏
訪
１
８
５
番
地
１

使
用
期
間

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日

使
用
料
金
（
年
額
）

１
区
画
…
３
０
０
０
円

農
機
具
な
ど

主
な
農
機
具
（
管
理
機
な
ど
）
の
無
償

貸
与
（
管
理
費
は
各
自
負
担
）

申
込
期
限　

１
月
24
日
㈮

※
申
し
込
み
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で

も
、
区
画
に
空
き
が
あ
れ
ば
、
随
時
申

し
込
み
可
能
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課	

☎
22-

２
２
２
８

市
民
農
園
使
用
者
募
集

と
き　

１
月
26
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
　

市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

市
国
保
年
金
課	
☎
22-

２
２
１
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
休
日
納
付
相
談

平成25年12月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 44,015 （−50）

男 20,772 （−20）

女 23,243 （−30）

世帯数 17,957 （−11）

※65歳以上人口
計 13,688人  男 5,715人  女 7,973人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 1 月 9 日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

 1 月21日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室

 1 月28日㈫ 13:30～16:00 山川公民館第１会議室

 2 月13日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 1 月 9 日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

 2 月 3 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館第１会議室

 2 月 4 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室

 2 月13日㈭ 9:00～12:00 市役所本館４階141会議室

 2 月20日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 1 月17日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

 2 月21日㈮ 10:00～12:00 市役所本館４階141会議室

市民のうごき
今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

第
６
期

納
期
限

１
月
31
日
㈮

※
累
計
は
平
成
25
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

10
月 0件

累
計 16件

救急出動

10
月 173件

累
計1,573件

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
道
路
で
は　

少
し
の
ゆ
だ
ん　

事
故
の
も
と	

三
宅　

明
伸
（
知
恵
島
小
学
校
４
年
）
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[照明]　不要な照明をできるだけ消す。

職
種　

一
般
事
務
（
文
書
作
成
・

表
計
算
ソ
フ
ト
使
用
可
の
者
）

募
集
人
数　

１
人

勤
務
先　

中
央
広
域
環
境
施
設
組

合
中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

賃
金　

日
額
６
０
０
０
円

※
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加

入
、
通
勤
距
離
に
よ
り
通
勤
手
当

有応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
（
写
真
必
要
）
を
記
入
し
、

中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

（
郵
送
提
出
不
可
）

募
集
期
限　

１
月
23
日
㈭

選
考
試
験　

２
月
９
日
㈰
午
前
８

時
30
分
受
付

試
験
方
法　

面
接

問
い
合
わ
せ

阿
波
市
吉
野
町
西
条
字
藤
原
70‒

１中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
中
央
広

域
環
境
セ
ン
タ
ー
総
務
課

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
１
２
７

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
20
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	
２
階
１
２
２
会
議
室

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科

■
溶
接
加
工
科

　

金
属
加
工
製
品
の
製
造
に
必
要

な
図
面
の
見
方
、
各
種
工
具
の
取

り
扱
い
を
は
じ
め
、
各
種
溶
接
加

工
法
の
知
識
・
技
能
を
学
び
、
金

属
加
工
製
品
の
製
作
に
必
要
な
能

力
の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

〔
訓
練
期
間
：
３
月
３
日
㈪
～
８

月
29
日
㈮
〕

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

２
月
３
日
㈪

問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

	
☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

２
月
３
日
㈪
・
３
月
３
日

㈪
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

２
月
12
日
㈬
・
３
月
12
日

㈬
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
（
旧
吉

野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

２
月
１
日
㈯

	

午
前
７
時
～
７
時
30
分

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

２
月
１
日
㈯

	

午
前
７
時
～
７
時
30
分

レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
・
イ
ン
・

ザ
・
江
川
二
〇
一
四

集
合
場
所　

鴨
島
体
育
館
前

作
業
日
時　

２
月
１
日
㈯

	

午
前
７
時
40
分

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド	

☎
24-

２
０
９
５

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
26
年
度

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

臨
時
職
員
募
集

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
募
集

巡
回
職
業
相
談

吉
野
川
市
の
宝
も
の

　

吉
野
川
市
川
島
町
に
、
現
在

ほ
ぼ
完
全
な
姿
の
ま
ま
で
残
っ

て
い
る
古
墳
は
、
鳶
ヶ
巣
の
山

林
に
あ
る
鳶
ヶ
巣
古
墳
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
横
穴

式
円
墳
で
、
長
方
形
の
石
室
に
、

緑
色
片
岩
の
巨
石
を
並
列
し
て

天
井
石
と
し
て
い
ま
す
。

　

鳶
ヶ
巣
に
は
、
ほ
か
に
も
古

墳
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
は
、
わ
ず
か

に
羨
道
や
石
室
の
入
口
の
柱
石
、

お
よ
び
石
室
の
奥
壁
の
一
枚
石

の
巨
岩
が
残
っ
て
い
る
の
み
で

す
。　
　
　

 （
川
島
町
史
よ
り
）

吉
野
川
市
指
定
文
化
財

『
鳶
ヶ
巣
古
墳
群
』

　
　（
川
島
町
桒
村
字
鳶
ヶ
巣
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
目
で
見
て　

耳
で
聞
い
て　

守
ろ
う
交
通
安
全	

福
島　

ひ
な
子
（
川
島
小
学
校
６
年
）
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[照明]　照明器具を購入するときは、
省エネ型の電球形蛍光ランプやLED電球等を選択する。

○
一
日
体
験
講
座

木
彫
り　

―
表
札
を
作
る
―

と
き　

２
月
１
日
㈯

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

定
員　

15
人

講
師　

海
原
敏
文
さ
ん
、
武
市
鳴

雲
さ
ん

材
料
費　

表
札
板
代
５
０
０
円

準
備
物　

彫
刻
刀
、
新
聞
紙
、
古

い
タ
オ
ル
、
書
道
用
具
一
式
（
書

か
な
い
方
は
不
要
）

○
第
９
回
吉
野
川
市
・
阿
波
市

	

二
市
絵
画
交
流
展

と
き　

２
月
８
日
㈯
～
10
日
㈪

	

午
前
９
時
～
午
後
５
時

	

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

入
場
料　

無
料

○
合
同
茶
会
・
い
け
ば
な
展

と
き　

２
月
15
日
㈯
～
16
日
㈰

◇
お
茶
会
（
裏
千
家
・
表
千
家
）

	

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
お
茶
券
３
０
０
円
（
当
日
券
も

あ
り
ま
す
）

◇
い
け
ば
な
展
（
９
流
派
）

	

午
前
10
時
～
午
後
４
時

入
場
料　

無
料

○
親
子
で
楽
し
む

	

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

２
月
23
日
㈰

	

午
後
２
時
開
演

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	
イ
ベ
ン
ト
案
内

◇
宝
く
じ
文
化
公
演

○
吉
本
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

と
き　

１
月
19
日
㈰
午
後
２
時

入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日
は

各
５
０
０
円
増
）

※
宝
く
じ
助
成
に
よ
る
特
別
料
金

◇
吉
野
川
市
公
民
館
振
興
大
会

と
き　

２
月
２
日
㈰

	

午
後
１
時
30
分

○
記
念
講
演
「
い
つ
で
も
、
ど
ん

な
時
で
も
逆
転
、
再
生
可
能
」

講
師

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

	

オ
キ
タ　

リ
ョ
ウ
イ
チ
さ
ん

	

午
後
３
時
開
演

入
場
料　

無
料（
一
般
の
方
歓
迎
）

◇
子
ど
も
文
化
祭
＆

	

生
涯
学
習
発
表
会
・
展
示

と
き　

２
月
15
日
㈯

	

午
後
１
時
開
演

入
場
料　

無
料

［
展
示
の
部
］

期
間　

２
月
１
日
㈯
～
15
日
㈯

場
所　

１
階
ロ
ビ
ー

★
公
民
館
元
気
ま
つ
り

と
き　

３
月
30
日
㈰
正
午

★
講
座
案
内

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー
「
認
知
症
に
つ

い
て
」

と
き　

１
月
23
日
㈭
午
後
３
時

○
子
ど
も
え
い
が
会
「
白
雪
姫
」

と
き　

１
月
25
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
「
み

は
ら
し
の
丘
あ
い
さ
い
広
場
と
徳

島
地
方
裁
判
所
見
学
」

と
き　

１
月
27
日
㈪

	

午
前
９
時
出
発

○
歴
史
「
義
戦
・
鑓
場
の
合
戦
」

と
き　

２
月
５
日
㈬
午
前
10
時

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
知
識

「
身
近
な
戸
籍
の
問
題
」

と
き　

２
月
12
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

入
場
料　

無
料

出
演　

鴨
島
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

　

神
島
教
育
集
会
所
で
は
、
小
・
中

学
生
を
対
象
に
人
権
学
習
会
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
の
向
上
と

人
権
問
題
解
決
の
助
け
と
な
る
学
力

の
充
実
・
仲
間
づ
く
り
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
11
月
に
は
、
神
島
会
館
文
化

祭
を
開
催
し
て
お
り
、
小
学
生
は
文

化
祭
の
模
擬
店
の
看
板
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
中
学
生
は
展
示
す

る
作
品
と
し
て
、『
わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
再
発
見
！
』
と
い
う
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
を
も
と
に
、
パ
ネ
ル
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
す
べ

て
の
人
が
安
全
に
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
人
権
の

大
切
さ
を
学
び
、
差
別
解
消
へ
の
実

践
力
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

人
権
と
ぴ
っ
く
す

 「
人
権
の
大
切
さ
」

―
神
島
教
育
集
会
所
―

　

万
葉
植
物
園
に
あ
る
イ
チ
ョ

ウ
は
、
中
国
原
産
で
、
神
社
仏

閣
に
も
植
え
ら
れ
る
雌
雄
異
株

の
落
葉
高
木
で
す
。

　

大
木
で
は
、
気
根
と
呼
ば
れ

る
枝
か
ら
垂
れ
下
が
っ
た
円
錐

形
の
突
起
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
円
錐
形
の
突
起
は
、

「
乳
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

葉
は
扇
形
で
、
秋
に
は
美
し

い
黄
色
と
な
り
、
果
実
（
銀
杏
）

は
球
形
で
、
熟
す
る
と
外
種
皮

は
多
肉
で
悪
臭
が
あ
り
、
そ
の

汁
を
皮
膚
に
つ
け
る
と
湿
疹
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

銀
杏
を
焼
く
な
ど
し
て
、
１

日
10
粒
以
内
を
服
用
す
れ
ば
、

咳
止
め
や
痰
切
り
な
ど
に
効
果

が
あ
る
そ
う
で
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

イ
チ
ョ
ウ	

イ
チ
ョ
ウ
科

万
葉
植
物
園

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
よ　

お
し
ゃ
べ
り
む
ち
ゅ
う
な　

帰
り
道	

片
山　

珠
希
（
学
島
小
学
校
４
年
）
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[電力消費機器]　冷蔵庫は設定温度を「弱」に変え、
扉を開ける時間を減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする。

　

今
年
も
犯
罪
の
な
い
安
全
安
心

の
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、交
通
マ
ナ
ー
に
努
め
、

ル
ー
ル
を
守
り
悲
惨
な
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
時
あ
な
た
を
守
る
１
１
０
番

☆
１
１
０
番
通
報
６
つ
の
ポ
イ
ン

ト①
何
（
事
案
名
、
事
件
・
事
故
）

が
あ
り
ま
し
た
か
？

②
ど
こ
（
場
所
）
で
あ
り
ま
し
た

か
？
近
く
の
目
標
物（
目
印
）は
？

③
い
つ
あ
り
ま
し
た
か
？

○
時
○
分
こ
ろ

④
犯
人
は
・
不
審
者
は
？

人
数
、
人
相
、
服
装
、
逃
走
方
向

⑤
今
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

け
が
人
、
被
害
の
状
況
は
？

⑥
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
は
？

☆
１
１
０
番
通
報
は
慌
て
ず
落
ち

着
い
て

　

県
下
の
１
１
０
番
通
報
は
、
す

べ
て
県
警
察
本
部
の
通
信
指
令
課

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

通
信
指
令
課
は
、
１
１
０
番
通

報
を
受
け
る
と
同
時
に
通
報
先
を

管
轄
す
る
警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
や

交
番
等
の
警
察
官
を
現
場
へ
出
動

さ
せ
、
通
報
し
た
皆
さ
ん
の
緊
急

事
態
の
解
消
に
努
め
ま
す
。
通

話
中
で
も
パ
ト
カ
ー
や
警
察
官
が

現
場
に
向
か
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

☆
耳
や
こ
と
ば
の
不
自
由
な
方
は

○
メ
ー
ル
１
１
０
番

（http://toku110.jp

）

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

	

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
３
１
１
０

お
急
ぎ
で
な
い
ご
相
談
は

☆
警
察
に
対
す
る
意
見
・
要
望
・

警
察
安
全
相
談

	

☎
０
８
８
（
６
５
３
）
９
１
１
０

	

〔
＃
９
１
１
０
〕

☆
犯
罪
被
害
者
相
談
・
心
の
ケ
ア

	

☎
０
８
８
（
６
５
６
）
８
０
８
０

☆
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
ご
と
相
談

	

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
８
９
０
０

☆
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
に
関
す

る
相
談

	

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
３
２
４

☆
運
転
免
許
に
関
す
る
相
談

	

☎
０
８
８
（
６
６
２
）
０
５
６
１

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

■
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
次
の
３

　

種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分

か
ら
、
２
年
分
の
国
民
年
金
保
険
料

を
前
納
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

割
引
額
が
２
年
間
で
１
万
４
０
０
０

円
程
度
と
な
り
、
大
変
お
得
で
す
。

▽
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、
金
融

機
関
の
届
出
印
、
通
帳

▽
申
込
締
切
日　

平
成
26
年
２
月
末

日

▽
口
座
振
替
納
付
申
出
書
の
提
出
先

　

年
金
事
務
所
、
金
融
機
関
、
市
役

所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
（
川

島
、
山
川
、
美
郷
）

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保
険
労

務
士
会
ま
た
は
、
市
国
保
年
金
課
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
１
月
23
日
㈭ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
２
月
20
日
㈭ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
の
手
続
き
は
、
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
支
所
（
川
島
、山
川
、美
郷
）

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
20
歳
前

に
就
職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

中
の
方
は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で

す
）。

　

な
お
、
学
生
や
収
入
が
少
な
く
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
保

険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

■
国
民
年
金
の
給
付
は
、
３
種
類
の

　

基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

平
成
26
年
度
か
ら
、国
民
年

金
保
険
料
の
２
年
前
納（
口

座
振
替
）が
始
ま
り
ま
す

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

20
歳
か
ら
国
民
年
金
加
入

遺族基礎年金
夫が亡くなったときに子のあ
る妻または子が受けられます

障害基礎年金
病気やケガで障害の状態に
なった方が受けられます

老齢基礎年金
65歳から生涯受けられます

被保険者の
種類 第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

対象者
20歳以上60歳未
満の自営業、農
林業、学生など

会社員、公務員
など

第２号被保険者
に扶養されてい
る配偶者

保険料
国民年金保険料
（平成25年度）
15,040円／月

労使折半で保険
料を負担

被保険者本人は
保険料負担の必
要がありません

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
二
人
乗
り　

断
る
勇
気　

友
情
の
証	

稲
葉　

京
祐
（
山
瀬
小
学
校
６
年
）
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[電力消費機器]　テレビを省エネモードに設定し、
画面の輝度を下げ、不要な時は消す。

１．助成対象者
接種日時点で吉野川市に住民登録があり、次の条件に満たす方が対象となります。
①徳島県風しん抗体検査推進事業にて抗体検査の結果が陰性の方。
・妊娠を希望する、または、妊娠する可能性の高い女性（妊婦は除く）。
・昭和39年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた男性。
②平成25年度に出産した産婦のうち、妊娠中の健診にて風しん抗体検査が陰性と判断された方で、今

後妊娠を希望する、または、妊娠する可能性の高い女性（妊婦は除く）。

２．助成期間（予防接種期日）
平成25年10月22日（火）〜平成26年３月31日（月）

３．対象ワクチン
　麻しん風しん混合ワクチン、または、風しん単抗原ワクチン

４．助成内容
対象ワクチンごとに半額助成となり、助成上限額は次のとおりになります。

（１）麻しん風しん混合ワクチンの場合　5,000円
（２）風しん単抗原ワクチンの場合　　　3,000円
※お支払いいただく接種料金は医療機関によって異なります。

５．助成回数　　１回限り

６．請求手続きに必要なもの
・接種済証（医療機関で発行）
・領収書（医療機関で発行）
・通帳（振り込み先）
・印鑑

７．注意事項
①接種後に、健康推進課にて請求手続き（償還払い）を行ってください。
②償還払いの申請期限は、平成26年３月31日までに実施した予防接種に限ります。
③妊娠をしている女性および妊娠している可能性がある女性は、ワクチン接種を受けることができませ

ん。また、ワクチン接種後は少なくとも２カ月間は妊娠できません。女性は接種前１カ月程度避妊し、
確実に妊娠していない状態で接種を受けるようにしてください。

８．健康被害について
　今回の予防接種は、予防接種法に基づかない任意接種となるため、健康被害が生じた場合は、独立行
政法人医療機器総合機構法に基づく救済を受けることになります。 

吉野川市風しん（成人）任意予防接種の助成について

　
感
染
症
の
予
防

　
　
～
免
疫
力
と
と
も
に
～

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
感
染

症
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
が

活
性
化
す
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎

な
ど
が
流
行
し
ま
す
。
ま
た
、

体
温
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ
て

免
疫
力
が
低
下
し
、
そ
れ
に

加
え
、
の
ど
や
気
管
支
が
乾
燥

す
る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入

を
防
ぐ
粘
膜
が
傷
み
や
す
く
な

り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

免
疫
力
を
維
持
す
る
に
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
適
度

な
運
動
、
規
則
正
し
い
生
活
な

ど
が
大
切
で
す
。
そ
れ
と
同
時

に
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
は
多
く

の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
触

れ
た
手
を
介
し
て
感
染
が
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。

《
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
》

○
手
洗
い
や
う
が
い
を
習
慣
づ

け
て
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防

ぐ
。

○
人
ご
み
は
避
け
、
外
出
時
に

は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

　

２
月
号
は｢

花
粉
症｣

に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

今
月
の
健
康

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
安
全
を　

か
く
に
ん
し
た
ら　

手
を
上
げ
て	

前
川　

美
空
（
川
田
小
学
校
４
年
）

22



[電力消費機器]　便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを閉める。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

　平成24年度、吉野川市の歯周疾患検診を受けられた方は172人でした。その中で、約45％の方が歯周
病の治療が必要であるという結果でした。
　また、歯周炎の原因である細菌の存在により、血糖値が上昇し糖尿病のコントロールもますます困難に
なっていくという悪循環に陥ります。
　大切な歯や健康を守るために、必ず歯周疾患検診を受けましょう。

【歯周病で歯を失わないために歯周疾患検診を受けましょう】

【B型・C型肝炎は肝炎ウイルス検査でわかります】

検診期限 対象となる方

平成26年
３月31日

昭和48年４月１日　～　昭和49年３月31日 40歳の方
昭和38年４月１日　～　昭和39年３月31日 50歳の方
昭和28年４月１日　～　昭和29年３月31日 60歳の方
昭和18年４月１日　～　昭和19年３月31日 70歳の方

検診期限 対象となる方

平成26年
３月31日

昭和48年４月１日　～　昭和49年３月31日 40歳の方
昭和43年４月１日　～　昭和44年３月31日 45歳の方
昭和38年４月１日　～　昭和39年３月31日 50歳の方
昭和33年４月１日　～　昭和34年３月31日 55歳の方
昭和28年４月１日　～　昭和29年３月31日 60歳の方
昭和23年４月１日　～　昭和24年３月31日 62歳の方
昭和18年４月１日　～　昭和19年３月31日 70歳の方

　県内の肝炎ウイルスによる死亡率は、7.7％で全国ワースト第２位となっています。肝炎は国内最大級
の感染症であり、感染を放置すると肝硬変や肝がんといった重篤な病態に進行します。検査を受けること
で、肝炎による健康障害を防いだり、症状を軽減したり、または、進行の遅延を図ることができます。
　今年度対象者の方は、この機会に肝炎検査を受けるようにしましょう。

場所：市内歯科医院（５月にお送りした一括受診券をご覧ください）

場所：市内医療機関（５月にお送りした一括受診券をご覧ください）
※以前、肝炎ウイルス検査をされた方は、対象ではありません。

各検診の期限が迫っています！

★大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポン対象の方へ
無料クーポン券の有効期限は平成26年１月31日（金）までとなっています。

まだ受診されていない方は、必ず検診をうけましょう。

★クーポン対象以外の方へ
医療機関の検診期限は、平成26年３月31日(月)までです。

忘れずに受診しましょう。
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[電力消費機器]　本体の主電源を切る。

　11月13日に山川体育館で定員を超える申し込
みの中、約100人の参加をいただき、開催されま
した。
　講師の（医）鴨島病院リハビリテーション部長 
田村 英司さんから『歩く上での注意点』、『姿勢と
歩き方』、『脈の取り方』、『ストレッチ・体操』な
どを教わりました。講義の後、みんなでバンブー
パークを歩き、大好評に終わりました。

平成25年度介護予防講演会

【生き生きウォーキング講座】 【骨の健康と骨折予防】
　11月21日に鴨島公民館で開催され、約150人
の参加をいただきました。
　講師の（独）国立病院機構徳島病院　外科系診
療部長 髙田信二郎さんから、高齢者の骨折予防
について、『骨粗しょう症の治療』や、『転倒の予
防や体操』についての話がありました。参加者は、
髙田さんのお話を真剣に聞き入っていました。

「生き生きウォーキング講座」「骨の健康と骨折予防」
が開催されました！！

　講演会『生き生きウォーキング講座』で使用した介護予防体操パンフレッ
ト（Vol.12）は、市役所および各支所（川島・山川・美郷）などにおいて
います。ご自身や家族の健康のために、ぜひご活用ください!!

【内容】
●ウォーキングの効果
●歩く上での注意点
●姿勢と歩き方
●前後のストレッチ
●腰痛ひざ痛予防体操
●シューズの選び方

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265

ウォーキング時の

姿勢や、ストレッチ・

体操について写真

入りで分かりやすく

紹介しています。

介護予防体操パンフレット
Vol.12（ウォーキング編）

が出ました!!
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月の行事予定2
吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：旧阿麻名郡連事務所
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3

自由遊び

＊ファミサポ交流会受付開始

4
絵本の読み聞かせ

（10：30～11：00）
講師：読み聞かせ

グループかぶとむし

5　●予約制
こどもカメラマン
の親子撮影会
(10：00～12：00)

6
子育て何でも相談

（10：30～11：30）
家庭相談員が
お聞きします

身体測定

7
自由遊び

8

9 10
ゆきこおばちゃんと
遊ぼう！

（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん

＊英語受付開始

11
建国記念日

12
自由遊び

＊赤ちゃん・チャイルド
　　　　　　　受付開始

13
マジックショー

（10：30～11：00）
講師：原田嘉明さん

身体測定

14
ほっこり♥
カフェタイム

（14：00～15：00）

15

16 17
自由遊び

18　♪予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
(16：00～16：30)
講師：筑木純子さん

19
自由遊び

20　☆予約制
赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ
(10：00～10：30)
チャイルドヨガ＆
チャイルドマッサージ
(11：00～11：30)
講師：ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

21　●予約制
ファミサポ
交流会
(10：00～12：00)

22

23 24
育児相談

（10：00～12：00）

25
リトミックで
あそぼう♪

（10：30～11：00）
講師：市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

26　※予約制
お誕生会

（10：30～11：00）
講師：お話グループ
　　　　　　みるく

27
楽しく学ぼう☆交通ルール

（10：30～11：00）
講師：交通安全
　　　 ひまわり劇団

身体測定

28
ほっこり♥
カフェタイム

（14：00～15：00）

●こどもカメラマンの親子撮影会
撮影：とくしまのこどもカメラマン　下塚　潤一さん
自然な笑顔を写してくれる！素敵な写真を残しませんか？
親子で一緒の大切な思い出写真を撮っていただきます。
※申し込みが必要です。１月29日（水）〆切で、応募者多数
　の場合は１月30日（木）に公開抽選を行います。
※後日、撮影した写真を一枚プレゼントしてくれます。

●ファミサポ交流会 ～武田真由美先生の節約料理教室～
講師：節約アドバイザー /フードコーディネーター
　　　武田　真由美さん
参加費：無料　　　　　　場所：川島公民館
持参物：エプロン・マスク・三角巾・飲み物
＊申し込みが必要です。3日（月）から受け付けを開始します。

※お誕生会　対象：２月生まれのおともだち
＊申し込みが必要です。２月生まれのお子さんは、前日までに申し込ん

でください。該当児以外でも、一緒に楽しめます。

13日　マジックショー
不思議な世界をぜひご家族でお楽しみください!!

27日　楽しく学ぼう☆交通ルール
ひまわり劇団の皆さんが、わかりやすく楽しく交通指導をしてくれます。
お子様と一緒にぜひご参加ください！

☆赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
　チャイルドヨガ＆チャイルドマッサージ
対象：０カ月～歩くまで（10:00 ～）　　１歳～３歳（11:00 ～）
参加費：100円（当日集金します）
ベビー持参物：バスタオル１枚・フェイスタオル２枚・お茶やミルク
　　　　　　　（水分補給用）・オムツをはずすための防水シート
チャイルド持参物：バスタオル２枚・飲み物
＊お母さんは動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。12日（水）から受け付けを開始します。
＊プレママ（妊娠中のママ）も一緒に参加してみませんか？赤ちゃんが

産まれてからのイメージトレーニング、または、気分転換に…
先輩ママのアドバイスあり！情報交換もできる！
子育ての楽しさが倍増します☆
参加希望のプレママさんは、前日までにお申し込みください。

♪Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児
＊申し込みが必要です。10日（月）から受け付けを開始します。

抽選で15組

先着10組

先着15組

先着７組ずつ

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

行事の時の自由遊びはできません。

24日　育児相談
講師：特定非営利活動法人　こどもの発達研究室きりん
　　　保育士　幸田　恵さん

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

[電力消費機器]　長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。
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小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分

最寄りの医療機関　　　　
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分

県立中央病院　　　　　　
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分

県立中央病院　　　　　　

広報よしのがわ12月号の訂正 ９ページの「民生委員・児童委員が改選されました」について、長瀬敏明委員の
担当区域に記載していた『若宮東』は、正しくは梯輝安委員の担当区域です。

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／17時〜23時  ☆休日／8時〜23時  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

１月 ２月 医　院　名 電話番号
８ 1 さ く ら 診 療 所 42-5520
９ 6 糸田川クリニック 24-7555
10 5 渡 辺 医 院 24-7177
11 8 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
⑫ リバーサイドクリニック岡田 24-8884
⑬ 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
14 10 石 原 小 児 科 24-2388
15 12 糸 田 川 眼 科 24-2531
16 13 古本内科クリニック 24-7377
17 7 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
18 25 阿 部 整 形 外 科 24-4880
⑲ いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
20 17 四 宮 医 院 25-2016
21 19 杉 山 医 院 25-2802
22 24 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880

１月 ２月 医　院　名 電話番号
23 20 松 永 医 院 42-2110
24 26 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
25 27 鴨 島 病 院 24-6565
� 中西内科クリニック 42-6755
27 井 内 内 科 24-3070
28 大 内 整 形 外 科 24-3058
29 工 藤 内 科 医 院 42-3113
30 富 本 医 院 42-3123
31 � 麻名内科外科クリニック 26-0020

② 石原内科循環器科 24-2536
3 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
4 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
⑨ 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
⑪ 森 住 内 科 医 院 22-3010
14 美 摩 病 院 24-2957

１月・２月
夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室１月・２月の介護予防教室

１月 ２月 医　院　名 電話番号
15 知恵島皮膚科診療所 36-9012
⑯ グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
18 矢 田 医 院 25-2006
21 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
22 谷 医 院 42-2353
28 岸 整 形 外 科 25-3133

１

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
8 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

栄 養 の お 話
9 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島

10 金 9:30～10:30 三ッ島西公会堂 川 島 栄 養 の お 話
9:30～10:30 川島公民館岡山分館 川 島 介 護 予 防 体 操

14 火 9:30～10:30 川島老人福祉センター 川 島 口腔 (こうくう) ケア
15 水 9:30～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操
16 木 9:30～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川 栄 養 の お 話
20 月 9:30～10:30 南町集会所 山 川 口 腔 ケ ア
21 火 13:30～14:30 山川公民館 山 川 栄 養 の お 話

23 木 9:30～10:30 牛島地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア
13:30～14:30 山路東原集会所 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

24 金 9:30～10:30 森山地区公民館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
13:30～14:30 東山老人憩の家 美 郷 口 腔 ケ ア

27 月 13:30～14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話
28 火 9:30～10:30 川島公民館山田分館 川 島 栄 養 の お 話

２
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

4 火 9:30～10:30 川島公民館神後分館 川 島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

13:30～14:30 牛島集会所 鴨 島
5 水 13:30～14:30 上浦地区公民館 鴨 島
6 木 9:30～10:30 川島公民館敷地分館 川 島 栄 養 の お 話
7 金 9:30～10:30 中部農業構造改善センター 山 川 口 腔 ケ ア

10 月
9:30～10:30 森藤集会所 鴨 島

13:30～14:30 立石公会堂 川 島
13:30～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 口 腔 ケ ア

12 水 9:30～10:30 川島公民館学西分館 川 島 口 腔 ケ ア
13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
並
列　

迷
惑
か
け
て　

事
故
つ
く
る	

香
西　

郁
哉
（
鴨
島
第
一
中
学
校
２
年
）

26



◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
１
月
、
2
月
の
休
室
日　

木
曜

日●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、新

し
い
年
を
迎
え
希
望
も
新
た
に
出

発
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

夢
や
目
標
を
持
ち
、楽
し
く
充

実
し
た
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
１
月
、
2
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」
に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

と
き　

毎
月
第
２
土
曜
日

	

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
２
階
和
室

内
容　

絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、
紙

芝
居
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
仕
事
休
ん
で
う
つ
地
獄
に
行
っ

て
き
た
」	

丸
岡
い
ず
み　

著

「
と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
風
太
郎
」

	

万
城
目　

学　

著

「
だ
か
ら
荒
野
」

	

桐
野　

夏
生　

著

「
名
探
偵
の
証
明
」

	

市
川　

哲
也　

著

「
障
害
の
あ
る
子
の
親
で
あ
る
私

た
ち
」	

福
井　

公
子　

著

【
児
童
書
】

「
ル
ル
と
ラ
ラ
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

	

あ
ん
び
る
や
す
こ　

著

「
ぼ
く
の
へ
や
の
り
す
く
ん
」

	

と
り
ご
え　

ま
り　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
１
月
、
2
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
１
月
31
日
㈮
、２
月
28
日
㈮
）、

祝
日
の
振
替
日
（
１
月
14
日
㈫
）

◆
お
は
な
し
会

１
月
11
日
㈯
、
２
月
８
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）
／

毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

１
月
18
日
㈯
（
シ
ン
デ
レ
ラ
）、

２
月
１
日
㈯
（
こ
ろ
わ
ん
の
お
は

な
し
）、
２
月
15
日
㈯
（
日
本
の

昔
ば
な
し
）
／
午
後
２
時
か
ら
約

１
時
間

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
１
月
、
2
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
１
月
31
日
㈮
、２
月
28
日
㈮
）

◆
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は

な
し
隊　

ブ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン

１
月
12
日
㈰

	

午
後
２
時
30
分
～
３
時
35
分

※
入
場
無
料
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
有

　

吉
野
川
市
文
化
祭

に
展
示
し
た
青
少
年

非
行
防
止
ポ
ス
タ
ー

の
中
か
ら
優
秀
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

青
少
年
育
成
補
導

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

　
二
つ
の
世
界

鴨
島
東
中
学
校　

喜
島 

真
子

私
が
夜　

目
を
と
じ
る
と

新
し
い
世
界
が
見
え
て
く
る

そ
し
て
い
ろ
ん
な
人
が
出
て
き
て

い
ろ
ん
な
事
を
す
る

私
が
朝　

目
を
覚
ま
す
と

ま
た
さ
っ
き
と
は
違
う
世
界

そ
し
て
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
う

そ
し
て
一
日
が
終
わ
る

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
８
号
」よ
り

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
広
報

よ
し
の
が
わ
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
の
え
と

は
「
馬
」
で
す
が
、
馬
に
は
、
才

能
が
余
り
な
い
者
で
も
、
努
力
を

す
れ
ば
才
能
の
あ
る
者
に
並
ぶ
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
例
え

る
「
駑ど
ば
じ
ゅ
う
が

馬
十
駕
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。
目
標
を
立
て

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
コ
ツ
コ
ツ

と
努
力
。
新
年
の
目
標
今
年
こ

そ
は
達
成
で
き
る
か
な
？
（
編
）

編
集
後
記

青
少
年
非
行
防
止

ポ
ス
タ
ー

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

鴨島第一中学校
渡邊　茜

川田小学校
藤岡　怜

牛島小学校
藤井　啓

山川中学校
石崎　菜穂

山瀬小学校
敷地　優太

飯尾敷地小学校
新居　千夏

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

自
転
車
乗
る
と
き　

か
か
さ
ず
に	
河
野　

美
織
（
市
立
川
島
中
学
校
２
年
）
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御六日のお膳

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

2014年（
平
成
26年

）1月
号

通
巻
112号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
1
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